
























Ⅱ 東郷遺跡第66次調査 (T G 2005-66)

1.は じめに

東郷遺跡は人尾市のほぼ中央部に位置する遺跡で、現在の行政区画では本町 1・ 7丁 目、東本
町 1～ 5丁 目、北本町 2丁 目、荘内町 1～ 2丁 目、桜ヶ丘 1～ 4丁 目、光町 1～ 2丁 目、旭ヶ丘
1丁 目の一部がその範囲と推定されている。地理的には、河内平野のほぼ中央部を流れる長瀬川
と玉串川に挟まれた沖積地上に立地し、同地形上には北に萱振遺跡、西に人尾 内町、南東に小
阪合遺跡、南に成法 遺跡が存在している。
当遺跡は、昭和46年に人尾市東本町 2丁 目の水道工事中に墨書人面上器が出上したことが発端
になり、遺跡として認識されることとなった。その後、大阪府教育委員会 (以下府教委)および
人尾市教育委員会 (以下市教委)、 人尾市文化財調査研究会 (以下研究会)に よって多くの発掘
調査が実施され、弥生時代～近世に至る複合遺跡であることが判明している。

今回の調査地が存在する光町 1丁 目は、当遺跡のほぼ中央部に位置し、これまでに多数の調査
が行なわれている。近隣の調査成果をあげると、東側に隣接している市教委昭和56年度第 8次調
査で、古墳時代初頭～前期の竪穴住居や掘立柱建物・土坑等が検出されている (高萩 1983)。 ま

た、西側の市教委昭和56年度第 5次調査では、古墳時代前期の井戸・土坑等が検出されており
(高萩1983)、 居住域の存在が明らかになっている。
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1)調査の方法と経過

今回の調査は、研究会が東郷遺跡内で行った第66次調査にあたる。大阪府の下水道工事の到達

立坑部分の調査で、規模は 3 3m、 面積 9ピを測る。

調査は市教委の指示に従い、現地表 (T.P.+7.46m)下約1.5mを機械で掘削し、以下約1.Omは

人力で掘削し遺構および遺物の検出に努めた。

2)層序

0層は盛上で、以前の建物基礎などのコンクリー トや産業廃棄物含む。 1層は10YR4/2褐色細

粒シル ト質粘上。上面は攪拌されており、中世頃の耕作上の可能性が高いと考えられる。 2層は

10YR4/1褐灰色粘土。上面は土壌化 している。 3層 は5B6/1青灰色粘土質細粒シル ト。 4層 は

10BG5/1青灰色粗粒砂。上面は粘土質で、土壌化 している。古墳時代前期に相当する地層と思わ

れる。 5層 は5B6/1青灰色粗粒シル トの河川堆積である。

3)検出遺構と出土遺物

1層上面 (第 1面 )、 2層上面 (第 2面 )、 4層上面 (第 3面 )、 5層上面 (第 4面 )で調査を行つた

が、遺構の検出および遺物の出土はなかつた。

3.ま とめ
調査地の近隣では、古墳時代初頭～近世に至るまでの遺構が多数検出されている。しかし、今

回の調査では遺構の検出および遺物の出土はなかった。調査面積が僅かであったため断定はでき

ないが、居住域の中の空閑地であつた可能性が高いと考える。

参考文献
・高萩千秋 1983 「第5節 東郷遺跡第5次調査」『人尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980・ 1981年度』人尾市
教育委員会
・高萩千秋 1983 「第7節 東郷遺跡第3次調査」『人尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980'1981年度』人尾市
教育委員会
。岡田清- 2005 「Ⅲ 東郷遺跡第63次調査」『財団法人人尾市文化財調査研究会報告84』 財団法人人尾市
文化財調査研究会



現地表TP+7.46m
T P.+7.Om

6.Om

5.Om

】ヒロ琶

第 刊面 (T.P.+5.6m)

●=下水工事の薬注(コ ンクリート)

平断面図 (S=1/100)

0   1   2m

中

第 2面 (T,P+5.5m)

第 3面 (T.P.+5,2m)

●

第 4面 (T.P+50m)

●



,r4Pr..    ‐▼

版

，稜
手

1奉Ⅲ
―

!濯 、

A

奏iゴ

調査地周辺 (北から)

北壁 TP+746～ 49m(南 から)

第 4面  TP +50m(北 から)

第 4面  T

機械掘削状況 現地表面 T

Ⅲ舛

立■`

P+746m(北 東から)

第 4面  TP+50m(南 から)

第4面  T P+50m(北 から)

一一一一ｉ，．，ｒ一熊一， 一・　・一一一一一一一干

=tF

■|二夢
ヽ 1

|・

P+50m(東 から) 人力掘削風景 (南から)



報 告 書 抄 録
ふ り が な ぎいだんほうじん やおしぶんかざいちょうさけんきゅうかいほうこく93
書 名 サ団法人 人尾市文化財調査研究会報告93

副  書  名 I 萱振遺跡第
25次調査 Ⅱ 東郷遺跡第66次調査

巻 次

シ リ ー ズ 名 奪団法人 人尾市文化財調査研究会報告
シ リー ズ番 号

編 集 者 名 I 高萩千秋、Ⅱ 西村公助
編 集 機 関 財団法人 人尾市文化財調査研究会
所  在  地 〒581-0821  大阪府人尾市幸町4丁 目58-2 TEL・ FAX 072-994-4700
発 行 年 月 日 町暦2006J辛 3月 31日

ふ り が な ふ り が な コード
北緯 東経 調査期間

調査面積 査

因

調

原
所 収 遺 跡 所  在  地 市町村 遺跡番号 (■f)
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萱振遺跡

(第25次調査)
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度

１８

３４ 135度 36分
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下水道
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(第66次調査)
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(第 25次調査)
集落 中世 河チII

東郷遺跡

(第 66次調査)
集落 古墳時代前期以降 地層
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